
エスシーシー  倫理・コンプライアンス方針  

 

１． 前文 

株式会社エスシーシー （以下「当社」といいます。） は、誠実か つ透明性の高い企業活動

を通じて、社会からの信頼を獲得し、持続可能な社会の実現に貢献することを目指してい

ます。  

当社では、法令、通達、定款、社内規程および社会規範の遵守（以下「法令等」）を、経

営の基本方針の一つとして位置づけ、コンプライアンスの実践を企業の根幹としています。  

 

２． 適用範囲 

本方針は、当社のすべての取締役および社員（契約社員、 派遣社員、 出向者、 協力会社社

員、 嘱託社員、アルバイト、退職後 1 年以内の者を含む）に適用されます。  

各自が本方針および 「 社員就業規則」 を理解し、 また、サプライチェーンやその他のビ

ジネスパートナーに対しても、本方針の趣旨を共有し、 自らの業務遂行において常に高

い倫理観と良識をもって行動すること を求めます。  

 

３． 倫理・コンプライアンスに関する 重点的な取り組み事項  

（ 1）  法令等の遵守 

国内外の法令および社内規程を誠実に遵守し、社会的良識と責任感をもって業務を遂行し

ます。  

 

（ 2） 公正な企業活動 

不正競争防止法、下請法、独占禁止法等を遵守し、公正・自由・透明な市場競争に貢献し

ます。不当な取引制限や価格協定、優越的地位の濫用等の反競争的行為を行いません。  

 

（ 3）贈収賄・腐敗行為および不正行為の禁止  

利害関係者への不正な利益供与・申出・約束を禁止し、特に公務員等に対しては社会通念

を超えた贈答・接待等を行いません。不正行為全般に対しても厳格に対処します。  

 

（ 4）人権・人格の尊重  

性別、国籍、障害の有無、信条等に関わらず、すべての個人の人権・人格・個性を尊重

し、差別やハラスメント（セクハラ・パワハラ・マタハラ等）を一切行いません。  



 

（ 5）情報管理と知的財産の保護  

社内外の機密情報、個人情報、顧客情報を適正に取り扱い、漏洩や不正取得、誤用を防止

します 。 産業財産権を含む知的財産権（以下「知的財産権」） についても自社・第三者を

問わず適切に取り扱います。  

 

（ 6）インサイダー取引の禁止  

業務上知り得た未公表の重要情報に基づく証券取引を行わず、公正な資本市場の維持に努

めます。  

 

（ 7）マネー・ロンダリングおよびテロ資金供与の防止  

犯罪収益の移転やテロ資金供与に関与することのないよう、取引先管理や顧客確認等を通

じて防止措置を講じます。  

 

（ 8）  反社会的勢力への対応 

市民社会の秩序と安全に脅威を与える 反社会的勢力とは一切の関係を遮断し、いかなる場

合も毅然とした態度で対応します。  

 

（ 9）  利益相反の防止 

職務上の判断において会社と個人の利益が対立する場合は、法令等および社内ルールに基

づき、企業としての正当な利益を最優先して行動します。  

 

（ 10）  反競争的慣行の排除 

独占、談合、カルテルなどの反競争的行為は一切行わず、自由で公正な競争原理のもと、

健全な取引関係を構築します。  

 

４． 内部通報制度 

当社は、「内部通報規程」に基づき、違反行為等の早期発見・是正を目的とする内部通報

制度を運用しています。通報は、口頭、電話、書面、電子メールなど、柔軟な手段で行う

ことができ、匿名での通報も可能です。  

通報者に対して報復的行為を行った者には、就業規則に基づき厳正な処分を行います。ま

た、虚偽通報や誹謗中傷を目的とした通報についても同様に厳格に対応します。  

 



５ ． 推進体制 

当社は、 コーポレートガバナンス推進室 を中心とした体制のもと、本方針の浸透と実

効性のある運用を図ります。また、内部通報制度やリスク管理体制と連携し、人権侵

害の予防・是正を実効的に行います。  

 

６ ． 教育・啓発  

当社は、コンプライアンス意識の定着を目的と し、 全社員を対象とした 定期的な教育・研

修を実施します。職位や職務内容に応じた教育体系のもと、 e ラーニングや集合研修など

多様な手段を用いて、実効性ある啓発活動を行います。  
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